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今号の主な記事

国民健康保険のしくみと給付  …………2面
子ども家庭支援センター「かるがも」
　　　　～かるがもひろばで水遊び  …3面
８月から児童扶養手当が
　　　　父子家庭も対象になります  …3面
情報マップ・医師会コーナー  ………4・5面
ハミングホール・国民年金だより  ……6面

　

世
界
の
平
和
と
安
全
を
実
現

す
る
こ
と
は
、
人
類
共
通
の
願

い
で
あ
る
と
共
に
、
崇
高
な
責

務
で
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
２
年　

月
１

１０

日
に
「
平
和
都
市
」
で
あ
る
こ

と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
こ
の
宣
言
を
行
っ

て
か
ら　

年
と
い
う
節
目
の
年

２０

を
迎
え
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
平

和
へ
の
願
い
を
込
め
、「
平
和

月
間
」（
８
月
１
日
〜　

日
）
の

３１

期
間
中
に
、
左
表
及
び
以
下
の

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

平
和
の
大
切
さ
を
再
認
識
す

る
機
会
と
し
て
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
５
ま
で
。

　

戦
時
中
の
多
摩
地
域
に
は
、

軍
需
工
場
や
軍
事
施
設
が
数
多

く
存
在
し
ま
し
た
。
そ
の
多
く

が
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
る
な
ど
、

地
域
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

　

戦
後　

年
を
経
た
現
在
も
、

６５

多
摩
地
域
に
は
空
襲
に
よ
る
被

８
月
は 平

和
月
間
 

８
月
は 

市
制
施
行 

４０ 

周
年
記
念 

〈
平
和
月
間
の
 

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
〉

平
和
月
間
 

　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、

７
月　

日
o
か
ら
夏
休
み
に
入

２１

り
ま
す
。

　

昨
今
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く

治
安
の
悪
化
が
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
市
内
に
お
い
て
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

夏
休
み
を
迎
え
て
開
放
的
な

気
分
に
な
る
子
ど
も
が
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を

犯
罪
や
危
険
か
ら
守
る
た
め
に

は
、
家
庭
で
の
子
ど
も
と
の
対

話
や
地
域
の
方
々
の
子
ど
も
へ

の
温
か
い
ま
な
ざ
し
が
と
て
も

大
切
で
す
。
子
ど
も
た
ち
を
、

み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
家
庭
で
は
】

�
１
日
１
回
は
子
ど
も
の
話
を

聞
い
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
す

る
機
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

�
子
ど
も
の
小
さ
な
変
化
や
サ

イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

�
子
ど
も
が
出
か
け
る
時
は
、

必
ず
防
犯
ブ
ザ
ー
を
持
た
せ
ま

し
ょ
う

�
困
っ
た
時
に
近
く
の
大
人
に

助
け
を
求
め
る
こ
と
や 
、　

番
１１０

を
す
る
方
法
を
教
え
ま
し
ょ
う

�
危
険
を
感
じ
た
時
は
救
急
ハ

ウ
ス
の
看
板
の
あ
る
家
に
駆
け

込
む
よ
う
に
教
え
ま
し
ょ
う

�
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
が
ち
な

華
美
な
服
装
や
身
な
り
を
慎
む

よ
う
に
教
え
ま
し
ょ
う

�
子
ど
も
の
こ
と
で
困
っ
た
ら

１
人
で
悩
ま
ず
、
早
め
に
市
の

相
談
機
関
等
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

【
地
域
で
は
】

�
暗
い
場
所
、
大
人
の
死
角
と

な
る
場
所
を
確
認
し
、
樹
木
を

せ
ん
定
す
る
な
ど
、
見
通
し
の

良
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う

�
顔
見
知
り
の
子
ど
も
に
は
、

あ
い
さ
つ
な
ど
一
言
声
を
か
け

ま
し
ょ
う

�
子
ど
も
か
ら
助
け
を
求
め
ら

れ
た
ら
、
家
に
入
れ
る
な
ど
避

難
さ
せ
、
警
察
に
通
報
し
ま
し

ょ
う

▽
問
合
せ　

指
導
室
・
内
線
１

５
３
４
ま
で
。

■
東
大
和
警
察
署
か
ら

◎
「
夏
休
み
」
子
ど
も
の
交
通

事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
待
望

たがいに手をつなぎ 

　 市民としての責任を 

　　　　 はたしましょう

害
の 
痕 
跡
や
軍
事
施
設
の
一
部

こ
ん

な
ど
、
戦
争
の
事
実
を
伝
え
る

場
所
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
「
戦
跡
」
は
、
戦
争

が
私
た
ち
の
生
活
の
ご
く
身
近

な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
こ
と
を
教

え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
各
地
の

戦
跡
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
改
め

て
平
和
の
大
切
さ
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
入
場
は
無
料
で
す
。

▽
期
間　

７
月　

日
r
〜
９
月

１７

　

日
（
祝
日
）〔
休
館
日
は
除
く
〕

２０▽
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
企　
　

画
展
示
室

▽
問
合
せ　

郷
土
博
物
館　
　

�　

―
４
８
０
０
ま
で
。　
　

５６７

　

中
央
公
民
館
で
は
、
戦　
　

争
と
平
和
を
考
え
る
機
会　
　

と
な
る
よ
う
、
平
和
資
料　
　

館
の
見
学
会
を
開
催
し
ま　
　

す
。
ま
た
、
宇
宙
か
ら
地　
　

球
を
観
測
す
る
地
球
観
測
セ
ン

タ
ー
の
見
学
も
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生

※
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
で
す
。

▽
日
時　

８
月
５
日
p
午
前
８

時　

分
〜
午
後
４
時　

分
（
予

３０

３０

定
。
午
前
８
時　

分
に
中
央
公

２０

民
館
前
集
合
）

▽
場
所　

埼
玉
県
平
和
資
料
館
、

地
球
観
測
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

▽
持
ち
物　

弁
当
、
水
筒

▽
申
込
み　

中
央
公
民
館
�　
５６４

―
２
４
５
１
ま
で
。

　

日
頃
か
ら
、
ご
み
の
分
別
・

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
み
集
積
所
等
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
適
正
に
管
理
し
て
い
く

た
め
に
、
次
の
ル
ー
ル
の
再
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
ご
み
・
資
源
物
は
、
分
別
を

し
て
、
決
め
ら
れ
た
日
の
朝
８

時
ま
で
に
決
め
ら
れ
た
集
積
所

に
出
し
ま
し
ょ
う

○
生
ご
み
は
、
水
を
切
っ
て
出

し
ま
し
ょ
う

○
草
・
枝
等
は
、
一
世
帯
で
一

度
に
大
量
に
出
さ
れ
ま
す
と
他

の
方
が
出
せ
な
い
の
で
、
２
〜

３
袋
位
ず
つ
出
し
ま
し
ょ
う

○
注
意
シ
ー
ル
を 
貼 
ら
れ
た
も

は

の
は
、
出
し
た
人
が
責
任
を
も

っ
て
速
や
か
に
引
き
下
げ
て
、

分
別
し
直
し
て
か
ら
出
し
ま
し

ょ
う

○
回
収
さ
れ
な
い
ご
み
を
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
通
行
の

妨
げ
に
な
る
と
と
も
に
、
悪
臭

等
近
隣
の
方
々
の
ご
迷
惑
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
不
法
投
棄
の

原
因
に
も
な
り
ま
す

■
消
火
器
の
処
分
方
法
が
変
更

に
な
り
ま
し
た

　

消
火
器
の
処
分
の
み
を
希
望

す
る
方
は
、「
特
定
窓
口
」
と

な
っ
て
い
る
次
の
業
者
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▽
連
絡
先　

高
千
穂
産
業
A
�

　

―
１
２
０
０

５６１
　　

■
祝
日
の
ご
み
収
集

　
　

７
月　

日
m
は
祝
日
で　

１９

　

す
が
、
ご
み
収
集
は
通
常　

　

ど
お
り
行
い
ま
す
。　
　
　

　
�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
環
境

課
・
内
線
１
２
４
１
ま
で
。

夏休みが 
 始まります 
子どもたちに 
温かい目とよい環境を！ 

〔東大和市市民憲章（抄）〕

◎
郷
土
博
物
館
企
画
展
示 

写
真
で
た
ど
る 

　
　
多
摩
の
戦
跡 

◎
中
央
公
民
館 

戦
争
と
平
和
を 

考
え
る
見
学
会 

�
弾
痕
の
残
る
旧
日
立
航
空
機　
（株）

　

変
電
所
（
東
大
和
南
公
園
内
）

き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
か 

皆
さ
ん
が
利
用
し
て
い
る 

　
　
　
　
　
　  

ご
み
・
資
源
物
集
積
所 
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東大和市「平和月間」事業のご案内
問合せ内　　容場　所開催日 ・時間事業名

中央図書館
�564-2454
桜が丘図書館
�567-2231
清 原図書館
�564-2944

�非核・平和に関する
　図書の展示・貸し出し
　[テーマ]  知っている
　 ようで知らない沖縄

中央図書館
桜が丘図書館
清原図書館

7月30日 （ 金 ）
   ～ 8月 18日 （ 水 ）
  の開館時間内
(休館日は除く)

非核・平和
図書展

企画課・
内線1425

�東京空襲資料（写真
　パネル）の展示
�広島平和記念公園内
　 「 原爆の子の像」へ
　送る折 鶴 の制作

づる

市 役所１階
市民ロビー

7月31日 （ 土 ）
  ～8月 17日 （ 火 ）
午前8時30分
    ～午後5時
(土曜日は正午まで、
 日曜日は除く）

平和祈念・
戦争資料展

�旧変電所内の見学
�平和コンサート
　 (東大和少年少女合唱団、 
　  国立音楽大学学生)
�広島平和記念公園内
　「原爆の子の像」へ
　送る折鶴の制作

都立東大和
南 公 園 内
平 和 広 場
(旧変電所周辺)

8月 13日 （ 金 ）
午後5時20分
        ～6時40分

第６回
平和市民
のつどい

の
夏
休
み
も
間
近
で
す
。
夏
休

み
に
な
る
と
外
で
遊
ぶ
時
間
も

長
く
な
り
、
帰
宅
時
間
が
遅
く

な
り
が
ち
で
す
。
ま
た
、
こ
の

時
期
は
、
自
転
車
に
よ
る
事
故

等
が
多
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も

を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
付

け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　

◎
知
っ
て
い
ま
す
か　
　
　
　

自
転
車
に
乗
る
時
の　
　
　
　

正
し
い
ル
ー
ル　
　
　
　
　
　

　

自
転
車
は
子
ど
も　
　
　
　

か
ら
お
年
寄
り
ま
で　
　
　
　

利
用
す
る
手
軽
で
便　
　
　
　

利
な
乗
り
物
で
す
。　
　
　
　

自
転
車
に
乗
る
時
は　
　
　
　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、　
　
　

安
全
運
転
を
心
が
け　
　
　
　

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
道
路
標
識
等
で
指
定

さ
れ
て
い
る
自
転
車
が
通
行
で

き
る
歩
道
を
示
し
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
、
市
役
所
や
市
の
公
共

施
設
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

�
お
問
合
せ
は
、
東
大
和
警
察

署
�　

―
０
１
１
０
へ
。

５６６

自転車安全利用五則
① 自転車は、車道が原則、
　 歩道は例外
② 車道は左側を通行
③ 歩道は歩行者優先で、
　 自転車は車道寄りを徐行
④ 安全ルールを守る
　�飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　 �夜間はライトを点灯
　 �交差点での信号遵守と一時停止・
　　 安全確認
　 �傘差し運転等の禁止
　 � 運転中の携帯電話使用等の禁止
⑤ 子どもはヘルメットを着用

キルギス民族衝突被災者に対する救援金 日本赤十字社によるキルギス民族衝突被災者に対する救援金は、お近くの郵便局で振り込み
（無料）ができます。ご協力をお願いします／福祉推進課・内線1132まで
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減
少
傾
向
に
あ
る
樹
林
地
や

農
地
等
の
既
存
の
緑
を
将
来
に

引
き
継
い
で
い
く
施
策
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
東
京
都
と
市

区
町
村
合
同
で
策
定
を
進
め
て

い
ま
し
た
「
緑
確
保
の
総
合
的

な
方
針
」
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
方
針
は
環
境
課
（
市
役

所
３
階
）、ま
た
は
東
京
都
都
市

整
備
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

//w
w
w
.toshiseibi.m

etro.
tokyo.jp

 
） で 
ご
覧 
に
な 
れ 
ま
す 
。

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１

２
７
３
ま
で
。

を
し
た
時
、
警
察
に
届
け
て
事

故
証
明
を
も
ら
い
、
国
保
の
窓

口
へ
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷

病
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
保
で
は
、
医
療
費
を
一
時

的
に
立
て
替
え
、
後
に
加
害
者

に
請
求
し
ま
す
。

■
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導

　

原
則
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で

４０

７４

の
対
象
者
に
は
、
生
活
習
慣
病

を
引
き
起
こ
す
原
因
と
さ
れ
て

い
る
内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
に

着
目
し
た
特
定
健
康
診
査
の
受

診
券
を
送
付
し
ま
す
。

　

健
診
を
受
診
し
た
方
に
は
、

生
活
習
慣
予
防
に
必
要
な
基
本

的
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
ま

た
、
受
診
の
結
果
、
生
活
習
慣

病
に
な
り
や
す
い
と
判
定
さ
れ

た
方
に
は
、
動
機
付
け
支
援
か

積
極
的
支
援
い
ず
れ
か
の
保
健

指
導
の
利
用
券
を
送
付
し
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
保
険

年
金
課
国
民
健
康
保
険
給
付
係

・
内
線
１
０
２
１
、
ま
た
は
国

民
健
康
保
険
税
係
・
内
線
１
０

２
３
ま
で
。

�

　

国
民
健
康
保
険
事
業
（
国
保
）

は
、
対
象
と
な
る
市
民
の
皆
さ

ん
（
被
保
険
者
）
の
病
気
、
け

が
、
出
産
及
び
死
亡
に
対
し
保

険
給
付
を
行
う
国
民
健
康
保
険

法
に
基
づ
く
事
業
で
す
。

■
国
保
の
被
保
険
者
の
資
格

　

国
保
の
被
保
険
者
は
、
①
健

康
保
険
等
（
健
康
保
険
・
共
済

組
合
な
ど
）
の
被
保
険
者
及
び

そ
の
被
扶
養
者
②
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
加
入
者
③
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
方
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
以
外
の
方
で

す
。
ま
た
、
外
国
人
登
録
済
み

で
１
年
以
上
日
本
に
滞
在
す
る

方
も
国
保
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

株
式
会
社
等
に
勤
務
し
て
い

る
方
は
、
健
康
保
険
の
適
用
に

な
り
ま
す
。
パ
ー
ト
な
ど
で
も
、

勤
務
時
間
・
日
数
が
正
規
社
員

の
４
分
の
３
以
上
と
な
る
方
は

社
会
保
険
の
適
用
に
な
り
ま
す
。

■
被
保
険
者
資
格
の
取
得
と
喪

失
の
手
続
き

　

国
保
の
被
保
険
者
資
格
の
取

得（
加
入
）と
喪
失（
脱
退
）の
手

続
き
は
、
異
動
が
あ
っ
た
日
か

ら　

日
以
内
に
保
険
年
金
課（
市

１４
役
所
１
階
）に
世
帯
主
が
届
け
出

て
く
だ
さ
い（
表
１
参
照
）。

　

手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、

国
保
の
被
保
険
者
資
格
の
取
得

日
は
、
従
前
の
健
康
保
険
の
資

格
喪
失
日
と
な
り
、
転
入
し
た

方
は
、
転
入
日
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
（
国

保
税
）
は
資
格
を
取
得
し
た
月

か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

■
退
職
者
医
療
制
度

　
　

歳
未
満
の
被
用
者
年
金
の

６５
老
齢
（
退
職
）
年
金
受
給
者
及

び
通
算
老
齢
（
退
職
）
年
金
受

給
権
者
の
う
ち
、
被
用
者
年
金

加
入
期
間
が　

年
以
上
、
ま
た

２０

は　

歳
以
上
の
被
用
者
年
金
保

４０
険
の
被
保
険
者
期
間
が　

年
以

１０

上
の
方
と
、
そ
の
被
扶
養
者
に

該
当
す
る
方
は
、
退
職
者
医
療

制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
対

象
と
な
る
世
帯
の
世
帯
主
は
、

　

日
以
内
に
保
険
年
金
課
に
届

１４出
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
部

負
担
金
の
割
合
は
健
康
保
険
と

同
じ
で
す
。

■
国
保
の
保
険
給
付

　

国
保
に
は
、
療
養
の
給
付
等

の
様
々
な
保
険
給
付
が
あ
り
ま

す
（
表
２
参
照
）。

■
医
療
費
が
高
額
の
時

　

医
療
費
の
自
己
負
担
額
（
保

険
適
用
分
）
が
高
額
の
時
は
、

後
日
、
高
額
療
養
費
を
支
給
し

ま
す
。
対
象
者
に
は
市
か
ら
通

知
し
ま
す
。

■
国
保
限
度
額
適
用
認
定
証
の

交
付
申
請
を

　
　

歳
未
満
の
国
保
加
入
者
で
、

７０
国
保
税
の
滞
納
の
な
い
世
帯
の

方
は
、
事
前
に
申
請
し
「
限
度

額
適
用
認
定
証
」
等
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
等

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
１
つ
の

医
療
機
関
ご
と
の
窓
口
で
の
入

院
等
に
係
る
高
額
療
養
費
の
支

払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
現
在
お

持
ち
の
限
度
額
適
用
認
定
証
の

更
新
月
は
８
月
で
す
。
７
月　
２６

日
m
か
ら
保
険
年
金
課
で
更
新

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

国
民

健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
入
院
日

数
を
証
明
す
る
領
収
書
（
非
課

税
世
帯
で
前
年
度
の
減
額
認
定

後　

日
以
上
の
長
期
入
院
を
し

９０
た
方
の
み
）

■
国
保
高
齢
受
給
者
（　

歳
以

７０

上　

歳
未
満
）
の
方
へ

７５

　

国
保
加
入
者
が　

歳
に
な
る

７０

と
、
そ
の
誕
生
月
の
翌
月
（
誕

生
日
が
１
日
の
場
合
は
当
月
）

か
ら
国
保
高
齢
受
給
者
証
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
該
当
者
に
は
、

　

歳
の
誕
生
月
の
月
末
（
誕
生

７０日
が
１
日
の
場
合
は
前
月
の
月

末
）
ま
で
に
、
受
給
者
証
を
送

付
し
ま
す
。
病
院
な
ど
に
か
か

る
場
合
は
、
被
保
険
者
証
と
一

緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
の

有
効
期
限
は
７
月　

日
r
ま
で

３１

で
す
。
新
し
い
高
齢
受
給
者
証

は
、 
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
受
給
者

証
は
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
市

民
セ
ン
タ
ー
に
返
却
す
る
か
、

各
自
で
裁
断
す
る
な
ど
し
て
確

実
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成　

年
３
月　

日

２３

３１

ま
で
に　

歳
に
な
る
方
は
、
後

７５

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
切
り
替

わ
る
た
め
、　

歳
の
誕
生
日
前

７５

日
が
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期

限
と
な
り
ま
す
。

■
高
齢
受
給
者
証
の
一
部
負
担

金
の
割
合
と
所
得
基
準

　

高
齢
受
給
者
証
を
提
示
し
て

病
院
な
ど
で
支
払
う
医
療
費
の

一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
外
来

は
２
割
（
た
だ
し
、
平
成　

年
２３

３
月　

日
ま
で
は
１
割
）
ま
た

３１

は
３
割
で（
受
給
者
証
に
記
載
）、

入
院
は
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

で
す
。
高
齢
受
給
者
証
に
よ
る

一
部
負
担
金
の
割
合
と
所
得
基

準
は
、表
３
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
ら

相
談
を

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
加

害
者
）
の
行
為
で
、
け
が
な
ど

国
民
健
康
保
険
の
 

　
　
　
 
し
く
み
と
給
付

緑
確
保
の
 

　
総
合
的
な
方
針

表1　　　　　　　　届　出　一　覧
手続きに必要なものこんな時

印鑑、被保険者証（既に国保に加入している世
帯への転入の時） 、年金証書（退職者医療制度に
該当する場合）

東大和市に転入してきた時
国
保
に
入
る
場
合

印鑑、被保険者証（既に国保に加入している世
帯の方） 、資格喪失証明書または退職証明書、年
金証書（退職者医療制度に該当する場合）

職場の健康保険をやめた時

印鑑、被保険者証、母子健康手帳子どもが生まれた時

印鑑、保護廃止通知書生活保護廃止の時

印鑑、被保険者証東大和市から転出する時
国
保
を
脱
退

す
る
場
合　

印鑑、国保・社保両方の被保険者証職場の健康保険に加入した時

印鑑、被保険者証死亡した時

印鑑、被保険者証、保護開始通知書生活保護開始の時

印鑑、被保険者証住所、氏名、世帯主などに
変更があった時そ　

の　

他

印鑑、身分証明書等被保険者証をなくした時

印鑑、在学証明書、被保険者証子どもが修学で他市町村に
転出する時

※ 1 ：本人が手続きする場合は、印鑑は不要です。
※2： 被保険者証の交付は、郵送です。ただし、運転免許証、パスポート、住基カ 
 　   ード等の顔写真付きの公的身分証明書がある場合は、窓口で交付します。

表2　　　　　　　　　給　付　一　覧
このような給付がこんな時

治療費の3 割〔未就学児は2割、70歳以上75歳
未満は 2 割（ただし、平成23年3月31日までは
１割）または 3 割〕の支払いで治療が受けられ
ます。

○病気になった時
○けがをした時
○歯が痛む時

療
養

給
付

○柔道整復師の施術費療
養

費　

同じ月内の医療費の自己負担額が高額で申請をし
て認められると限度額を超えた分を支給します。
※病院への支払いが困難な場合、高額療養費の
　貸付制度があります（自己負担限度額を超え
　た金額について直接病院等に支払います）。

○医療費が高額になった時
高
額　

療
養
費

審査のうえ決定した額の 7 割分〔未就 学児 は 
　 8 割、70歳以上 75歳未満は 8 割（ただし、平成
23年 3 月31日までは 9 割）または 7 割〕につい
て払い戻します。ただし、医療費等の証明書が
必要ですので、事前に保険年金課にお問い合わ
せください。

○やむを得ない理由で、国
保の取り扱いをしない医
療機関で治療を受けた
り、旅先等での急病のた
め、被保険者証なしで治
療を受けた時
○あんま、はり、きゅう、
マッサージの施術費
○コルセット、サポーター
等の治療用装具
○輸血のための生血代
○海外で治療を受けた時

療
養
費
（
払
い
戻
し
が　
　
  

　
　
　
　

受
け
ら
れ
る
場
合
）

出産育児一時金42万円を支給します〔支払い先
（医療機関・本人）によって、申請時期や書類が
異なりますので、事前にお問い合わせくださ
い〕。

○加入者が出産した時

そ
の
他
の
給
付

葬祭を行った方に葬祭費 5 万円を支給します。○加入者が亡くなられた時

日本病院会、全日本病院協会の指定を受けた病
院、独立行政法人国立病院機構、公立病院、健
康保険法に規定される保険医療機関で人間ドッ
ク及び脳ドックを受診した時、23,000円を限
度に助成します。
※40歳以上が対象です。

○人間ドック受診料の一部
助成（脳ドックを含む）

※その他、訪問看護ステーションの利用料や重病人の入院などの移送費の一
部が支給される場合があります。

※高額療養費、療養費（払い戻しが受けられる場合）は、医療費等の代金を支払っ
た日の翌日から2年間を経過すると申請できません。また、そのほかの給付は、
出産育児一時金が出産後2年間、葬祭費が葬儀を行った日の翌日から2年間、人間
ドック受診料の一部助成（脳ドックを含む）は、年度1回の助成で受診日の属す
る月の翌月から1年間経過すると申請できません。

表3　　　一部負担金の割合、自己負担限度額一覧表
自己負担限度額（1か月）

一部負担
金の割合

区　分

外来＋入院
（世帯単位）外　来収　入

平成 22年度の
市町村民税の
課 税 所 得

44,400円
（一般）

12,000円
（一般）

2 割（注1）145万円未満

2 割
（注1・2）

520万円未満
（国保加入者が 
１ 人の場合は
 383万円未満）

145万円以上
80,100円 ＋（ 医 療 費
－267,000円）×1％
（現役並み所得者）

44,400円
（現役並み
　 所得者）

3 割

520万円以上
（国保加入者が 
１ 人の場合は
 383万円以上）

※判定対象世帯員は、70歳以上の国保加入者（課税所得が145万円以上の70歳以上
単身の国保加入者で収入が 383万円以上の世帯内にいる旧国保被保険者の収入
を含む）で判定します。

※現在70歳以上の国保加入者が1人であっても、旧国保加入者がいる場合は、その
方も含めて、収入が 520万円未満かどうかを判定します。
注 1 ： 平成 22年 4月 1 日から平成 2 3 年 3 月 3 1 日までは 1 割に据え置く経過措置が 
　  とられています。
注 2 ： 課 税 所得が145万円以上であっても、収入が520万円未満（1人世帯 383 万円
           未満）の方は申請をすると、一部負担金の割合が 2 割になります。
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企
業
活
動
を
通
じ
て
、
多
摩

地
域
の
中
小
企
業
の
活
性
化
と
、

地
域
経
済
の
振
興
に
寄
与
す
る

中
小
企
業
を
表
彰
す
る
「
第
８

回
多
摩
ブ
ル
ー
・
グ
リ
ー
ン
賞
」

の
対
象
と
な
る
事
業
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
優
れ
た
技
術
や

製
品
を
表
彰
す
る「
ブ
ル
ー
賞
」

と
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
表
彰
す
る
「
グ
リ
ー
ン
賞
」

が
あ
り
、
副
賞
と
し
て
各
最
優

秀
賞
に
は　

万
円
、
各
優
秀
賞

１００

に
は　

万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

５０

▽
対
象　

多
摩
地
域
と
周
辺
地

域
に
拠
点
を
置
く
中
小
企
業
ま

た
は
個
人
事
業
主
の
方

▽
申
込
期
限　

９
月　

日
q

１０

▽
主
催　

多
摩
信
用
金
庫

▽
後
援　

東
大
和
市
ほ
か
多
摩

地
域
と
周
辺
地
域
の
市
町
村

▽
申
込
み　

多
摩
ブ
ル
ー
・
グ

リ
ー
ン
賞
事
務
局
（
た
ま
し
ん

法
人
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー
）

�　

―
７
７
３
９
へ
。

５２６
▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
１
ま
で
。

　

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
６
月
２
日
に

公
布
さ
れ
、
父
子
家
庭
も
支
給

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

申
請
の
受
付
に
つ
い
て
は
、

８
月
か
ら　

月
を
予
定
し
て
お

１１

り
、
現
在
そ
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
後

日
、
市
報
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
方
に
個

別
に
通
知
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
６
１
ま
で
。

◎
「
か
る
が
も
ひ
ろ
ば
」
で
水

遊
び
し
ま
せ
ん
か

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
る
が
も
」
で
は
、
８
月
か

ら
ミ
ニ
プ
ー
ル
で
水
遊
び
を
楽

し
め
ま
す
。
水
の
中
で
楽
し
め

る
お
も
ち
ゃ
も
用
意
し
て
い
ま

す
。
水
遊
び
を
楽
し
ん
で
、
暑

さ
を
吹
き
飛
ば
し
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

０
歳
〜
就
学
前
の
児

童
（
保
護
者
同
伴
）

▽
日
時　

８
月
２
日
m
〜　

日
３１

n
午
前　

時
〜
正
午
（
受
付
は

１０

　

時　

分
ま
で
、
土
・
日
曜
日

１１

３０

は
除
く
）

▽
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
玄
関
横

▽
持
ち
物　

体
を 
拭 
く
タ
オ
ル
、

ふ

水
着
ま
た
は
水
着
と
し
て
の
パ

ン
ツ
等

▽
受
付
方
法　

事
務
室
受
付
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
（
事
前

予
約
不
要
）。

※
発
熱
や
下
痢
の
症
状
が
あ
る

場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◎
８
月
の
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ

ば
　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
担
当
保
育
士
が
集
会
所

な
ど
に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊

び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を

行
い
ま
す
。
育
児
や
子
ど
も
の

発
達
な
ど
に
つ
い
て
も
相
談
に

応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

０
歳
〜
３
歳
児
と
そ

の
親

▽
期
日
・
場
所　

８
月
４
日
o

 

湖
畔
集
会
所
、
８
月　

日
o

１１

 

清
水
集
会
所
、
８
月　

日
o

１８

 

仲
原
集
会
所

▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

１０

３０

１１

時　

分
（
事
前
予
約
不
要
）

４５
◎
み
ん
な
の
力
で
防
ご
う
〜
児

童
虐
待

　

児
童
虐
待
は
、
発
育
の
遅
れ

・
情
緒
不
安
定
な
ど
、
子
ど
も

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
が
つ
い

た
ら
、
迷
わ
ず
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
を
し
て

かるがも  
子ども家庭支援センター 

かるがも  

　

７
月
１
日
付
け
で
、
副
市
長

に
氏
井
博
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
平
成　

年
７

２２

月
１
日
か
ら
平
成　

年
６
月　

２６

３０

日
ま
で
で
す
。

　

氏
井
博
氏
（
昭
和　

年
３
月

２５

　

日
生
ま
れ
、
東
海
大
学
工
学

１７部
卒
）
は
、
昭
島
市
中
神
町
に

在
住
、
昭
和　

年
東
大
和
市
役

４９

所
に
入
職
、
そ
の
後
、
都
市
建

設
部
長
、
総
務
部
長
を
歴
任
し

ま
し
た
。　

歳
６０

副
市
長
に
 

　
　
　

氏
井
博
氏
が
就
任

副
市
長
に
 

　
　
　

氏
井
博
氏
が
就
任

く
だ
さ
い
。守
秘
義
務
に
よ
り
、

連
絡
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ひ
と
言
が
子
ど
も

と
保
護
者
を
救
う
き
っ
か
け
と

な
り
ま
す
。

【
参
考
例
】

�
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ

声
や
保
護
者
の
怒
鳴
る
声
が
聞

こ
え
る

�
子
ど
も
の
衣
服
や
身
体
が
極

端
に
不
潔
で
あ
る

�
乳
幼
児
を
家
に
置
い
た
ま
ま

保
護
者
が
外
出
し
て
い
る

�
子
ど
も
の
け
が
に
つ
い
て
、

保
護
者
が
不
自
然
な
説
明
を
す

る�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
�　

―
５６５

３
６
５
１
ま
で
。

　

今
年
も
ま
た
、「
夏
休
み
！

み
ん
な
で
つ
く
る
遊
空
間
」
を

行
い
ま
す
。
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

な
ど
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

小
・
中
学
生

▽
期
間　

７
月　

日
p
〜
８
月

２２

　

日
q
（
日
・
月
曜
日
は
除
く
）

２０※
７
月　

日
p
午
前　

時
か
ら

２２

１１

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を

行
い
ま
す
。

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
内
容　

�
子
ど
も
の
居
場
所 

宿
題
、

お
し
ゃ
べ
り
な
ど

�
大
人
の
し
ゃ
べ
り
場 

気
軽

に
お
話
し
ま
せ
ん
か
。

�
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト 

様
々
な

体
験
教
室

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館
�　
５６４

―
２
４
５
１
ま
で
。

◎
中
央
公
民
館
 

夏
休
み
！

夏
休
み
！
 

　

み
ん
な
で
つ
く
る
遊
空
間

み
ん
な
で
つ
く
る
遊
空
間
 

夏
休
み
！
 

　

み
ん
な
で
つ
く
る
遊
空
間

　

７
月
１
日
付
の
課
長
級
の
人

事
異
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。（　

）
内
の
職
名
は
、
前

職
で
す
。

【
課
長
級
】

〈
学
校
教
育
部
〉

▽
給
食
課
長
兼
主
査
（
計
画
担

当
）
事
務
取
扱　

梶
川
義
夫

（
給
食
課
長
）

〈
社
会
教
育
部
〉

▽
中
央
公
民
館
長
兼
狭
山
公
民

館
長
事
務
取
扱　

長
島
孝
夫

（
中
央
公
民
館
長
兼
南
街
公
民

館
長
事
務
取
扱
）

市
職
員
の
 

　
　

人
事
異
動

平
成
２２
年
8
月
か
ら
 

児
童
扶
養
手
当
が
父
子
家
庭
も
対
象
に

多
摩
ブ
ル
ー
・
 

　
　
　

グ
リ
ー
ン
賞

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
立
み
の
り
福
祉
園
で
は
、

今
年
も
納
涼
祭
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
７
日
r
午
後
４

時
〜
７
時

▽
場
所　

み
の
り
福
祉
園

※
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
お
車

で
の
来
園
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
内
容　

盆
踊
り
、
ト
ロ
ッ
ク

（
和
太
鼓
）
演
奏
、
自
主
製
品

販
売
（
革
製
品
等
）、
模
擬
店

（
や
き
そ
ば
等
）
な
ど

▽
問
合
せ　

み
の
り
福
祉
園
�

　

―
１
３
８
１
・
フ
ァ
ク
ス　

５６４

５６４

―
１
３
８
２
ま
で
。

市
制
施
行
４０
周
年
記
念

み
の
り
納
涼
祭

　

平
成　

年
４
月
〜
平
成

２１

　

年
３
月
の
東
大
和
市
附

２２属
機
関
等
の
会
議
の
公
開

状
況
に
つ
い
て
、
下
表
の

と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

文
書
課
・
内

線
１
３
２
３
ま
で
。

会議の 

　公開状況 

会議の 

　公開状況 

平成21年度 

　

夏
休
み
恒
例
の
「
処
分
場
バ

ス
見
学
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

私
た
ち
の
出
し
た
ご
み
が
ど
の

よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
、

確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象

�
多
摩
地
域
在
住
の
小
学
４
〜

６
年
生
と　

歳
以
上
の
保
護
者

１８

の
２
人
１
組

�
中
学
生
以
上
の
多
摩
地
域
在

住
・
在
勤
・
在
学
者
（
な
る
べ

く
２
人
１
組
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
）

▽
期
日
・
行
き
先
・
集
合

①
８
月
６
日
q 

八
王
子
戸
吹

清
掃
工
場
、
二
ツ
塚
処
分
場
、

谷
戸
沢
処
分
場
／
午
前
８
時　
３０

分 

立
川
駅
集
合

②
８
月　

日
p 

柳
泉
園
組
合
、

１９

二
ツ
塚
処
分
場
、
谷
戸
沢
処
分

場
／
午
前
８
時　

分 

東
久
留

３０

米
市
役
所
集
合

※
解
散
は
午
後
５
時
頃
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
解
散
場
所
は
集

合
場
所
と
同
じ
で
す
。

▽
定
員　

各
日　

組　

人
（
応

４０

８０

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▽
参
加
費　
　

円
（
昼
食
代
、
２

５００

人
で
一
、
〇
〇
〇
円
。
当
日
集

金
）

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に

「
見
学
会
参
加
希
望
」
と
明
記

の
う
え
、参
加
者
全
員
の
氏
名
、

年
齢
（
学
年
）、
住
所
、
電
話

番
号
、
携
帯
電
話
番
号
（
お
持

ち
の
方
）、
希
望
日
を
記
入
し
、

７
月　

日
p
（
必
着
）
ま
で
に

２２

東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合

「
見
学
会
」
係
（
〒　
　

府
中

１８３-
００５２

市
新
町
２
―　

―
１
東
京
自
治

７７

会
館
内
）
へ
。

※
１
枚
の
は
が
き
に
つ
き
、
１

組
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

※
多
摩
地
域
在
住
で
な
い
方
は
、

通
勤
・
通
学
先
を
お
書
き
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

東
京
た
ま
広
域
資

源
循
環
組
合
�　

―　

―
５
９

０４２

３８５

４
７
ま
た
は
環
境
課
・
内
線
１

２
４
１
ま
で
。

ご
み
の
ゆ
く
え
を
知
ろ
う
！
 

「
夏
休
み
処
分
場
見
学
会
」
参
加
者
募
集

����������������������������������������������

公開・非
公開の別

開催
回数附属機関等の名称

非公開8東大和市情報公開・個人情報保護審査会
公開4東大和市個人情報保護審議会
―0東大和市特別職報酬等審議会
―0東大和市公務災害補償等審査会
公開1東大和市防災会議
公開2東大和市生活安全協議会
―0東大和市国民保護協議会
公開7東大和市国民健康保険運営協議会
公開4東大和市青少年問題協議会
公開6東大和市男女共同参画推進審議会
非公開2東大和市民生委員推薦会
公開11東大和市地域福祉審議会
公開5東大和市介護保険運営協議会
非公開98東大和市介護認定審査会
非公開14東大和市障害程度区分判定審査会
―0東大和市予防接種健康被害調査委員会
公開1東大和市都市計画審議会
公開1東大和市交通安全対策審議会
公開1東大和市自転車等駐車対策協議会
公開3東大和立野一丁目土地区画整理審議会
公開1東大和市環境保全審議会
公開1東大和市廃棄物減量等推進審議会
公開4東大和市学校給食センター運営委員会
公開11東大和市社会教育委員会議
公開1東大和市立郷土博物館協議会
公開1東大和市文化財専門委員会議
公開8東大和市立公民館運営審議会
公開3東大和市立図書館協議会

氏井副市長
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■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
（
７
〜　

か
月
）

１１

　

生
後
７
〜　

か
月
の
乳
児
の

１１

保
護
者
／
７
月　

日
m
午
後
１

２６

時　

分
〜
３
時　

分
／
市
立
保

３０

３０

健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込
順
）

１８

／
保
育
室
の
用
意
が
あ
り
ま
す

〔　

人
（
申
込
順
）〕
／
離
乳
食

１８
の
進
め
方
の
話
、
調
理
実
習
、

試
食
／
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、三
角 
巾 
、バ
ス
タ
オ
ル
等

き
ん

■
育
児
相
談
会
〜
イ
ル
カ
グ

ル
ー
プ

　

今
年
度
か
ら
次
の
方
を
対
象

に
、
育
児
相
談
会
「
イ
ル
カ
グ

ル
ー
プ
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
で
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り

し
ま
せ
ん
か
。

　
　

歳
以
上
で
第
１
子
を
出
産

３５
し
た
お
母
さ
ん
と
そ
の
お
子
さ

ん
（
未
就
学
児
）
／
７
月　

日
２９

p
午
前
９
時　

分
〜　

時
／
市

３０

１１

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
母
子
健
康

手
帳
／
事
前
予
約
制
（
５
月
に

参
加
し
た
方
は
予
約
不
要
）

■
育
児
相
談
会
〜
か
ん
が
る
ー

グ
ル
ー
プ

　

小
さ
く
産
ま
れ
た
お
子
さ
ん

及
び
発
達
に
不
安
や
心
配
を
抱

え
て
い
る
家
族
（
保
護
者
の
み

の
参
加
も
歓
迎
）
／
７
月　

日
３０

q
午
前　

時
〜　

時　

分
／
市

１０

１１

３０

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
小
さ
く
産

ま
れ
た
お
子
さ
ん
の
子
育
て
に

つ
い
て
情
報
交
換
／
母
子
健
康

手
帳
／
当
日
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
親
子
料
理
教
室

　

楽
し
く
料
理
を
し
て
、
良
い

食
生
活
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
／
７

月　

日
o
午
前
９
時　

分
〜
正

２８

３０

午
／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／　
１６

組（
申
込
順
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
電
子
申
請
で
も
受
け
付

け
ま
す
）／
食
育
の
話
、調
理
実

習
、試
食
／
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

■
食
育
推
進
「
手
作
り
ウ
イ
ン

ナ
ー
教
室
」

　

無
添
加
で
お
い
し
い
ウ
イ
ン

ナ
ー
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

小
・
中
学
生
／
８
月
４
日
o

午
前
９
時　

分
〜
午
後
０
時　

３０

３０

分
／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／　
２０

人
（
申
込
順
）
／
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
筆
記
用
具

■
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
ド
ラ
ッ
グ

２
０
１
０
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
シ

ン
グ　

東
大
和

in

　

多
く
の
若
い
方
々
に
薬
物
乱

用
の
危
険
性
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
自
分

た
ち
の
歌
・
ダ
ン
ス
を
披
露
し

な
が
ら
、
薬
物
の
怖
さ
や
打
ち

勝
つ
強
さ
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

　

８
月
１
日
s
午
前　

時
か
ら

１１

／
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／
出
演　

地
元
や
近
隣
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る　

グ
ル
ー
プ
程
度
／
主

２０

催　

東
京
都
薬
物
乱
用
防
止
推

進
東
大
和
地
区
協
議
会
／
後
援

東
大
和
市
、
多
摩
立
川
保
健
所

ほ
か

�
お
問
合
せ
は
、
市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
�　

―
５
２
１
１
ま
で
。

５６５

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

□
太
極
拳
無
料
体
験
教
室
（
陳

氏
太
極
拳
東
大
和
教
室
）
／
７

月　

日
・　

日
午
後
７
時
〜
９

１９

２６

時
／
清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
／　
１０

人
（
申
込
順
）
／
■講
 

小
西
秀
実

／
■持
 

室
内
運
動
靴
／
動
き
や
す

い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
／

■申
 

７
月　

日
ま
で
に
岡
本　

―

２６

５６５

１
９
３
７
へ
。

□
①
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
・
み

ん
な
の
体
操
大
会
②
人
形
劇
エ

プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
（
ラ
ジ
オ
体

操
会
連
盟
）
／
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
特
に
小
・
中
学

生
等
子
ど
も
の
参
加
を
歓
迎
／

①
７
月　

日
〜
８
月　

日
午
前

２１

２４

６
時　

分
〜
６
時　

分
（
雨
天

２０

４０

中
止
）
②
７
月　

日
午
前
６
時

２６

　

分
〜
午
前
７
時　

分
（
雨
天

４５

１５

の
場
合
、翌
日
に
順
延
）／
上
仲

原
公
園
芝
生
広
場
／
①
運
動
が

で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。　

回
以
上
出
席
の
お
子
さ

１０

ん
に
は
参
加
賞
を
授
与
し
ま
す
。

初
日
は
交
通
安
全
教
室
も
実
施

②
「
大
き
な
か
ぶ
」「
三
び
き
の

や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん
」
を
上

演
／
■問
 

伊
藤　

―
６
６
８
７

５６３

□
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教

室
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
）
／

市
内
在
学
の
中
学
生
／
８
月
１

日
・
８
日
・　

日
・　

日
（
全

２２

２９

４
回
）
午
後
２
時
〜
４
時　

分
３０

／
市
民
体
育
館
／
技
術
ク
ラ
ス

別
で
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
技
術
指

導
／
■持
 

運
動
が
で
き
る
服
装
、

シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト
、
タ
オ

ル
、
着
替
え
／
■申
 

７
月　

日
ま

２３

で
に
新
田　

―
６
１
９
３
へ
。

５６３

□
川
の
清
掃
「
第　

回
空
堀
川

１０

河
川
清
掃
」（
空
堀
川
を
考
え

る
会
）
／
７
月　

日
午
前
８
時

２４

　

分
〜　

時
（
小
雨
決
行
、
雨

３０

１１

天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延
）
／

清
水
富
士
見
緑
地
／
軍
手
と
火

バ
サ
ミ
は
主
催
者
で
用
意
、
保

険
は
主
催
者
で
加
入
し
ま
す
／

後
援　

東
京
都
北
多
摩
北
部
建

設
事
務
所
／
協
賛　

東
大
和
市

環
境
課
、
森
永
乳
業
㈱
／
■問
 

小

倉　

―
６
４
６
３

５６３
□
心
身
障
害
者
・
精
神
障
害
者

の
共
同
作
業
所
作
品
展
（
東
大

和
市
共
同
作
業
所
連
絡
会
）
／

７
月　

日
〜　

日
午
前
９
時　

２６

３０

３０

分
〜
午
後
４
時　

分
（　

日
は

３０

２６

午
前　

時
か
ら
、　

日
は
午
後

１０

３０

４
時
ま
で
）
／
市
役
所
１
階
市

民
ロ
ビ
ー
／
革
工
芸
品
、
手
工

芸
品
、
陶
芸
品
、
パ
ン
、
ク
ッ

キ
ー
等
の
展
示
・
販
売
／
■問
 

第

一
み
ん
な
の
家　

―
１
９
０
０

５６４

□
文
庫
連
ま
つ
り
（
東
大
和
文

庫
連
絡
会
）
／
小
学
生
、
幼
児

親
子
／
７
月　

日
午
後
１
時　

２６

１５

分
〜
３
時
／
中
央
図
書
館
／　
５０

人
／
お
は
な
し
会
、
わ
ら
べ
う

た
、
折
り
紙
／
■問
 

緒
方　

―
８

５６４

７
３
１

□
第　

回
納
涼
祭
（
社
会
福
祉

２６

法
人
向
会
）
／
７
月　

日
午
後

３１

６
時
〜
８
時　

分
／
向
台
老
人

３０

ホ
ー
ム
／
盆
踊
り
、
模
擬
店
、

太
鼓
シ
ョ
ー
、
抽
選
会
／
■問
 

向

台
老
人
ホ
ー
ム　

―
６
７
８
７

５６２

※
凡
例　

■講
 

講
師
、　

■費
 

費
用
、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

■
休
日
・
夜
間
の
診
療
案
内
〜

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
〜

　

休
日
や
夜
間
の
急
な
病
気
の

時
に
、
診
療
を
行
っ
て
い
る
医

療
機
関
を
次
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
で
ご
案
内
し
ま
す
／
東
京

消
防
庁
多
摩
災
害
救
急
情
報
セ

ン
タ
ー
�　

―
２
３
２
３
・
東

５２１

京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り
�　
０３

―
５
２
７
２
―
０
３
０
３
、
フ

ァ
ク
ス　

―
５
２
８
５
―
８
０

０３

８
０
（
聴
覚
障
害
者
専
用
）

■
昼
間
の
星
の
観
察
会
「
太
陽

を
み
よ
う
」

　

黒
点
が
見
え
始
め
ま
し
た
。

太
陽
の
表
面
を
観
察
し
ま
す
。

　

７
月　

日
r
午
後
１
時　

分

２４

３０

〜
２
時　

分
（
時
間
内
な
ら
い

３０

つ
で
も
ど
う
ぞ
）
／
郷
土
博
物

館
／
案
内　

星
空
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
博
物
館
職
員
／
く
も
り
や

雨
の
場
合
は
中
止
で
す
／
郷
土

博
物
館
�　

―
４
８
０
０
ま
で
。

５６７

■
住
宅
を
耐
震
・
バ
リ
ア
フ

リ
ー
・
省
エ
ネ
改
修
し
た
方
へ

〜
固
定
資
産
税
の
減
額
対
象
と

な
り
ま
す

　

減
額
を
受
け
る
た
め
に
は
、

工
事
完
了
後
３
か
月
以
内
に
、

所
定
の
書
類
と
と
も
に
申
請
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
対
象

と
な
る
改
修
工
事
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
耐
震
改
修
工
事 

昭
和　

年
５７

１
月
１
日
以
前
に
建
て
ら
れ
、

現
在
の
耐
震
基
準
に
適
合
さ
せ

る
よ
う
一
定
の
改
修
工
事
を
行

っ
た
住
宅
②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
工
事 

平
成　

年
１
月
１
日

１９

以
前
に
建
て
ら
れ
た
高
齢
者
や

障
害
者
等
が
居
住
す
る
住
宅

（
賃
貸
住
宅
は
除
く
）
で
一
定
の

改
修
工
事
を
行
っ
た
住
宅
③
省

エ
ネ
改
修
工
事 

平
成　

年
１

２０

月
１
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住

宅
（
賃
貸
住
宅
は
除
く
）
で
現

行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
さ
せ

る
よ
う
一
定
の
改
修
工
事
を
行

っ
た
住
宅
／
課
税
課
・
内
線
１

０
５
８
ま
で
。

■
下
水
道
課
か
ら

◎
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

資
格
更
新
講
習
会

　

資
格
者
証
の
有
効
期
限
が
平

成　

年
３
月　

日
ま
で
の
方
／

２３

３１

次
の
①
②
い
ず
れ
か
２
時
間
を

受
講　

①
９
月　

日
o
午
前　

１５

１０

時
〜
正
午
②
９
月　

日
o
午
後

１５

２
時
〜
４
時
／
武
蔵
野
公
会
堂

（
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
南
町
１
―

６
―　

）
／
申
込
期
限　

８
月

２２

　

日
m
／
主
催　

日
本
下
水
道

２３協
会
東
京
都
支
部
／
受
講
対
象

者
に
は
案
内
書
を
送
付
し
ま
す
。

◎
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

共
通
資
格
試
験

　
　

月　

日
s
午
前　

時
〜
正

１０

１７

１０

午
／
青
山
学
院
大
学
青
山
キ
ャ

ン
パ
ス
（
渋
谷
区
渋
谷
４
―
４

―　

）
／
手
数
料　

六
、
〇
〇

２５
〇
円
／
申
込
書
の
配
布
及
び
申

込
み　

７
月　

日
m
か
ら
下
水

２６

道
課
窓
口
（
市
役
所
２
階
、土
・

日
曜
日
は
除
く
）
で
配
布
す
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

同
封
の
封
筒
に
入
れ
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
／
申
込
期
間　

８
月

３
日
n
〜
９
月
１
日
o
（
必
着
）

／
主
催　

日
本
下
水
道
協
会
東

京
都
支
部

�
お
問
合
せ
は
、
下
水
道
課
・

内
線
１
２
３
１
ま
で
。

■
市
民
生
活
課
か
ら

◎
男
女
共
同
参
画
苦
情
等
処
理

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

　

「
男
女
で
や
ら
せ
て
も
ら
え

る
仕
事
に
違
い
が
あ
る
」「
昇
進

・
昇
格
に
男
女
差
別
が
あ
る
」

「
市
の
施
策
が
男
女
平
等
で
は

な
い
」
等
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
男
女
共
同
参
画
苦
情
等
処

理
窓
口
で
は
、
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
苦
情
・
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
女
性
の
相
談

員
が
個
別
に
相
談
に
応
じ
、
一

緒
に
解
決
方
法
を
探
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
予

約
制
）。

◎
男
女
共
同
参
画
キ
ー
ワ
ー
ド

〜
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

　

妊
娠
・
出
産
な
ど
を
理
由
と

し
た
不
利
益
な
取
り
扱
い
の
禁

止
な
ど
を
定
め
た
法
律
が
「
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
」
で
す
。

　

男
女
の
性
別
だ
け
で
労
働
の

機
会
を
失
う
の
は
、
雇
う
側
に

と
っ
て
も
働
く
側
に
と
っ
て
も

損
失
と
い
え
ま
す
。
労
働
者
そ

れ
ぞ
れ
の
能
力
を
い
か
ん
な
く

発
揮
で
き
る
社
会
環
境
を
整
え

　

市
で
は
、
東
大
和
市
生
涯
学

習
人
材
バ
ン
ク
制
度
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
登
録
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
前
に
知
識

や
技
能
を
有
す
る
方
々
に
人
材

バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

指
導
者
や
講
師
を
探
し
て
い
る

市
内
の
サ
ー
ク
ル
・
団
体
、
ま

た
は
新
た
に
活
動
を
始
め
た
い

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
す
る

も
の
で
す
。

▽
登
録
条
件　

次
の
①
〜
④
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
個
人
ま
た

は
団
体

①
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

す
る　

歳
以
上
の
方
で
構
成
さ

２０

れ
た
団
体
ま
た
は
個
人
で
、
市

民
の
学
習
活
動
に
協
力
で
き
る

こ
と

②
生
涯
学
習
活
動
に
か
か
わ
る

各
種
の
特
技
、
技
術
、
知
識
等

を
有
し
、
市
民
に
対
す
る
指
導

が
で
き
る
こ
と

③
生
涯
学
習
活
動
に
対
し
て
、

深
い
理
解
、
熱
意
及
び
責
任
を

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
こ
と

④
指
導
者
の
身
分
を
利
用
し
て

政
治
・
宗
教
・
営
利
活
動
を
行

わ
な
い
こ
と

※
登
録
の
申
込
み
に
あ
た
っ
て

東
大
和
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク 

　
　
　
登
録
者
を
募
集
し
ま
す 

は
、
自
薦
・
他
薦
と
も
に
可
能

で
す
。
社
会
教
育
課
（
市
役
所

５
階
）
に
あ
る
人
材
バ
ン
ク
登

録
申
込
書
に
ご
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
人
材
バ
ン
ク
制
度
に
よ
る
活

動
は
、
原
則
と
し
て
無
報
酬
と

な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
３
ま
で
。

人材バンク登録者種目一覧表

講　座　例種　目

料理、ハウスケアアロマ、アロマテ
ラピーなど

1．家庭生活

地球環境、年金関係、上手なグルー
プ活動の進め方など

2．社会生活

英語、地図の読み方、盆栽など3．教養

ピアノ、バレエ、押し花、パッチワ
ークなど

4．芸術・文化

スポーツ倫理、社交ダンス、姿勢と
歩き方、エアロビクスなど

5．スポーツ

企業分析について6．産業・職業

マッサージ、ハーブティーブレン
ド、ハーブの寄せ植え、パソコン教
室など

7．その他

5歳児歯科相談 8月 2日（月）・3日（火）に、平成 17年 4月 2日～ 7月 31日生まれの方を
対象に実施します／市立保健センター� 565-5211 まで
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最近の消化器がん治療　
　消化器という臓器は、食べ物を消化・吸
収する食道、胃、小腸、大腸の消化管（管
 腔 臓器）と、吸収された栄養分の代謝にか
くう

かわる肝臓、胆道、 膵 臓などの実質臓器に
すい

分けられます。これらの臓器にできる消化
器がんは、日本人の死因第一位であるがん
の中で大きな位置を占めています。胃がん
はかつて日本人に最も多いがんでしたが、
発生はやや減り、死因としては横ばいです。
肝臓がんは発がんの原因となる肝炎ウイル
スの 蔓 延した時期があり、その影響で増え

まん

ています。大腸がんも増えており、これは
食生活の欧米化が関係していると言われて
います。
　がん治療は、手術、抗がん剤、放射線、
緩和医療が４つの柱ですが、消化器がんは
手術の役割が大きいがんです。最近は、身
体にかかる負担をできるだけ小さくするよ
うに治療法が工夫されています。早期であ
れば内視鏡で切除することができます。ま
た、手術もおなかを大きく切らず、細いス
コープや器具を小さな穴から入れて行う腹
腔鏡手術が広まっています。
　抗がん剤治療は、手術と並ぶ重要な治療
法です。外国で有効とされている最新の抗
がん剤が日本では使えないことが問題でし
たが、それも改善されてきました。一部のが
んでは放射線治療も有効です。抗がん剤と
組み合わせて行うこともあります。がんの
治療では、痛みなどの症状をコントロール
することが大切で、療養中の生活の質とが
ん治療の効果を高めるために、診断された
ときから必要に応じて緩和医療を加えます。
　消化器がんの発見には、血液検査、便検
査、内視鏡検査（胃カメラ、大腸カメラ）、
ＰＥＴ検査（がん細胞に集まりやすい物質
を注射して調べる検査法）などを行います。
がんは早期発見が何よりも大切です。健診
や人間ドックでチェックを受け、異常が見
つかったら医療機関を受診して治療を受け
ましょう。　　　  社団法人東大和市医師会
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□
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
会
員
募
集

（
シ
ャ
ト
ル
・
レ
デ
ィ
ー
ス
）

／
市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性
／

毎
週
月
曜
日
午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
／
市
民
体
育
館
／
■入
 

千
円

３０／
■月
 

二
千
円
／
初
心
者
歓
迎
／

■問
 

谷
川　

―
８
５
６
３
―
４
７

０９０

４
９

□
初
心
者
向
け
の
中
国
語
と
中

国
文
化
の
勉
強
会
（
中
国
語 
最 も

中
）
／
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時

〜
８
時　

分
／
中
央
公
民
館
／

３０

■月
 

三
千
円
／
■問
 

高
橋　

―
２
２

５６３

４
２

□
自
衛
官
募
集
／
①
自
衛
官
候

補
生
②
一
般
曹
候
補
生
③
海

上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生
④

陸
上
自
衛
隊
看
護
学
生
／
①
②

は　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
③

１８

２７

④
は　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方

１８

２１

（
い
ず
れ
も
平
成　

年
４
月
１

２３

日
現
在
）
／
試
験
日　

①
は
受

付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
女

子
は
９
月　

日
〜　

日
の
い
ず

２６

２９

れ
か
）
②
９
月　

日
③
９
月　

１８

２３

日
④　

月　

日
／
応
募
受
付
期

１０

２３

間　

①
（
男
子
）
は
年
間
を
通

じ
て
募
集
、
①
（
女
子
）
と
②

③
は
８
月
１
日
〜
９
月　

日
、

１０

④
は
９
月
６
日
〜　

月
１
日
／

１０

■問
 

防
衛
省
国
分
寺
募
集
案
内
所

　

―　

―
１
０
１
０

０４２

３２４

□
平
成　

年
東
京
国
体
（
第　

２５

６８

回
国
民
体
育
大
会
・
第　

回
全

１３

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
開

催
決
定
記
念
行
事
／
７
月　

日
３１

午
前　

時
〜
正
午
（
雨
天
決

１０

行
）／
東
京
都
庁
都
民
広
場（
荒

天
時
は
都
民
ホ
ー
ル
に
て
セ
レ

モ
ニ
ー
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の

み
開
催
）
／
【
セ
レ
モ
ニ
ー
】

開
催
決
定
報
告
、
大
会
愛
称
等

最
優
秀
賞
受
賞
者
表
彰
式
等

【
イ
ベ
ン
ト
】
舞
台
上
で
の
発

表
と
し
て
小
学
生
吹
奏
楽
団
に

よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
・
ロ
ー

ラ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
ダ
ブ
ル
ダ
ッ

チ
実
演
・
グ
ッ
ズ
配
布
抽
選
会
、

ブ
ー
ス
展
開
と
し
て
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
・
大
会
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

・
環
境
問
題
を
考
え
る
コ
ー
ナ

ー
・
競
技
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
・
芝

生
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
競
技
体
験

・
東
京
水
の
配
布
／
ど
な
た
で

も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
（
無

料
、
申
込
み
不
要
）
／
■問
 

同
大

会
東
京
都
準
備
委
員
会
事
務
局

企
画
課　

―
５
３
８
８
―
２
４

０３

９
７

□
夏
ま
つ
り
２
０
１
０　

羽
村

in

特
別
支
援
学
校
／
７
月　

日
午

１７

前　

時　

分
〜
午
後
３
時　

分

１１

３０

３０

（
雨
天
決
行
）／
都
立
羽
村
特
別

支
援
学
校
／
模
擬
店
、和
太
鼓
・

ダ
ン
ス
・
合
唱
等
の
発
表
／
■問
 

羽
村
特
別
支
援
学
校
夏
ま
つ
り

実
行
委
員
会　

―
０
８
２
９

５５４

マ
ガ
」
を
定
期

的
に
受
信
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご

登
録
く
だ
さ
い
。

�
お
問
合
せ
は
、
東
大
和
市
商

工
会
�　

―
１
１
３
１
へ
。

５６２

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

パ
ソ
コ
ン
教
室

講
座
名
・
日
時
等　

左
表
の
と

お
り
／
講
座
内
容
や
申
込
方
法

な
ど
を
、
必
ず
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
／
同
セ
ン
タ

ー
�　

―
０
５
３
１
へ
。

５６５

消防団員募集中～若いあなたの力が必要です／防災安全課・内線 1351 まで

■
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ウ

エ
ル
カ
ム
講
演
会
「
統
合
失
調

症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
」

　

７
月　

日
p
午
後
２
時
〜
４

２９

時
／
社
会
福
祉
協
議
会
／　

人
８０

（
申
込
順
）
／
多
田
真
理
子
氏

（
多
摩
あ
お
ば
病
院
精
神
科
医

師
）
／
無
料
／
ウ
エ
ル
カ
ム
�

　

―
０
８
９
１
へ
。

５６４■
社
会
福
祉
協
議
会
〜
見
守
り

・
声
か
け
活
動

　

近
年
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い

わ
れ
る
中
で
、
こ
の
活
動
は
改

め
て
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
し
、
高
齢
者
の

お
宅
ま
で
お
伺
い
す
る
「
声
か

け
」
と
、
外
か
ら
そ
れ
と
な
く

気
に
か
け
る「
見
守
り
」が
あ
り

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
／
社
会
福

祉
協
議
会
�　

―
０
０
１
２
へ
。

５６４

■
北
多
摩
西
部
消
防
署
か
ら

　

夏
を
迎
え
、
花
火
を
楽
し
む

機
会
が
多
く
な
る
時
季
と
な
り

ま
し
た
。
お
も
ち
ゃ
花
火
は
、

技
術
の
向
上
と
と
も
に
、
炎
の

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

�
お
問
合
せ
は
、
市
民
生
活
課

・
内
線
１
７
１
５
ま
で
。

■
東
大
和
市
商
工
会
か
ら

◎
個
別
金
融
相
談
会

　

東
大
和
市
商
工
会
で
は
、
事

業
資
金
に
関
す
る
相
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

市
内
の
小
規
模
事
業
者
の
方

／
毎
月
第
３
木
曜
日
（
８
月
と

１
月
は
除
く
）
午
後
２
時
〜
４

時
／
東
大
和
市
商
工
会
館
／
完

全
予
約
制
／
無
料
／
相
談
員

日
本
政
策
金
融
公
庫
立
川
支
店

の
担
当
職
員
／
申
込
み　

開
催

日
の
前
々
日
ま
で
に
東
大
和
市

商
工
会
へ
。

◎
メ
ル
マ
ガ
会
員
募
集
中

　

東
大
和
市
商
工
会
で
は
、
お

店
や
商
店
街
の
セ
ー
ル
・
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
毎
月
２
回
配
信
す

る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信
を

ご
希
望
の
方
は
、
右
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
ま
た
は
ア
ド
レ
ス（tou

rok
u
@
m
ailm
z.com

）へ
携
帯

電
話
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
で
ア
ク

セ
ス
し
、
空
メ
ー
ル
を
送
信
し

登
録
し
て
い
た
だ
く
と
、
お
徳

な
情
報
満
載
の
「
や
ま
と
メ
ル

色
や
吹
き
出
し
方
な
ど
の
変
化

に
富
み
、
そ
の
取
り
扱
い
も

年
々
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、「
お
も
ち
ゃ
」
と
い
っ
て

も
原
料
は
火
薬
で
あ
り
危
険
が

伴
い
ま
す
。
毎
年
、
誤
っ
た
取

り
扱
い
方
法
に
よ
る
火
災
、
や

け
ど
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

花
火
に
よ
る
事
故
を
な
く
す

た
め
に
、
種
類
や
火
薬
量
に
応

じ
て
作
ら
れ
た
「
使
用
上
の
説

明
書
」
を
よ
く
読
ん
で
正
し
く

取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
／
北
多
摩

西
部
消
防
署
�　

―
０
１
１
９

５６５

へ
。

　

面
白
消
し
ゴ
ム
の
製
造
工
場

の
見
学
や
せ
ん
べ
い
手
焼
き
体

験
を
通
し
て
、
消
費
生
活
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生

と
そ
の
保
護
者

▽
期
日　

８
月　

日
o

１８

▽
集
合　

午
前
８
時　

分 

市

３０

役
所
北
側
玄
関
前
（
午
後
５
時

解
散
予
定
）

▽
見
学
場
所　

㈱
イ
ワ
コ
ー

（
埼
玉
県
八
潮
市
）、
草
加
せ

ん
べ
い
の
庭
（
埼
玉
県
草
加
市
）

※
工
場
内
は
階
段
の
上
り
下
り

が
多
く
、
長
時
間
立
っ
た
ま
ま

の
見
学
と
な
り
ま
す
。
歩
き
や

す
い
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
は
、
八
潮
市
内
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
て
各
自

で
お
取
り
く
だ
さ
い
。

▽
定
員　
　

組
（
小
学
生
１
人

２０

と
保
護
者
１
人
の
２
人
１
組
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

▽
費
用　

１
人　

円
（
せ
ん
べ

３００

い
２
枚
分
の
手
焼
き
体
験
料
）

▽
交
通　

借
り
上
げ
バ
ス
使
用

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
大
人
、

子
ど
も
共
に
必
要
）、
電
話
番

号
、
せ
ん
べ
い
手
焼
き
体
験
の

希
望
人
数
、
見
学
会
参
加
希
望

と
記
入
し
、
東
大
和
市
役
所
市

民
生
活
課
（
〒　
　

東
大
和
市

２０７-
８５８５

中
央
３
―　

）
あ
て
に
郵
送
し

９３０

て
く
だ
さ
い
（
記
入
漏
れ
や
３

人
以
上
の
申
込
み
は
無
効
で
す
。

電
話
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
）。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
昨

年
度
参
加
し
て
い
な
い
方
を
優

先
の
う
え
抽
選
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

８
月
６
日
q
必

着▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
１
ま
で
。

消
費
者
見
学
会 

夏
休
み 

　
親
子
工
場
見
学 

□
第　

回
村
山
夏
ま
つ
り
・
東

３５

京
都
障
害
者
地
域
交
流
会
／
７

月　

日
午
後
４
時
〜
７
時
（
雨

２４
天
決
行
）
／
都
立
村
山
特
別
支

援
学
校
／
模
擬
店
、
乗
馬
体
験

な
ど
／
■問
 

都
立
村
山
特
別
支
援

学
校
村
山
夏
ま
つ
り
実
行
委
員

会　

―
２
７
８
１

５６４
□
久
留
米
特
別
支
援
学
校
公
開

講
座
「
健
康
体
操
（
八
段
錦
）

と
太
極
拳
」
／
８
月　

日
〜　

１６

２０

日
午
前　

時
〜
正
午
／
久
留
米

１０

特
別
支
援
学
校
／　

人
／
呼
吸

２０

と
動
作
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
健

康
法
と
し
て
優
れ
た
効
果
を
持

つ
健
康
体
操
（
八
段
錦
）
と
太

極
拳
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
／

■費
 

千
円
／
■申
 

７
月　

日
ま
で
に

２２

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明

記
し
、
久
留
米
特
別
支
援
学
校

「
公
開
講
座
」
担
当
（
〒　
　２０３-

００４１

東
久
留
米
市
野
火
止
２
―
１
―

　

、
�　

―　

―
０
５
０
２
）

１１

０４２

４７１

へ
。

□
東
京
都
子 
供 
読
書
フ
ォ
ー
ラ

ど
も

ム
／
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
／

８
月　

日
午
後
１
時
か
ら
／
東

２２

京
都
多
摩
教
育
セ
ン
タ
ー
／　
４００

人
（
抽
選
）
／
講
演　

宇
宙
航

空
開
発
研
究
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

の
阪
本
成
一
氏
に
よ
る
宇
宙
の

は
な
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ど
き
ど
き
じ
っ
け
ん
・
た
の

し
い
本
〜
理
科
読
体
験
〜
」（
科

学
遊
び
や
実
験
、
科
学
の
本
の

読
み
聞
か
せ
）
／
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
は
小
学
生
の
み
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
み
の
参
加
は
不
可

／
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（K

o

uen22@
library.m

etro.tokyo

.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
／
■申
 

８
月　

日
（
当
日
消
印
有
効
）

１０

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
の
場
合
は

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
名
を
記
入

し
、
都
立
多
摩
図
書
館
（
〒　
　１９０-

８５４３

立
川
市
錦
町
６
―
３
―
１
、
�

　

―
６
４
２
８
）
へ
。

５２４

休日急患診療所 
日曜日と祝日の急患診療を行います。 

科目　内科・小児科  受付　午前10時～11時45分 
場所　休日急患診療所 時間　午後1 時～ 3時45分 

（東大和高校西側） 電話　564-8181

※保険証を持参。なお、○障受給者証、○乳医療証、○子医療証等 
　をお持ちの方は、一緒にご持参ください。駐車場は、子ども 
　家庭支援センター等駐車場をご利用ください。 

受講料等講座名

受講料15,000円（120分×6回）

教材費1,300円～1,400円

※日程は相談のうえ決定

※左記以外の内容も可能

パソコン入門

個
人
指
導

ワード入門

エクセル入門

インターネットとメール入門

受講料2,800円（120分）、教材費実費ワンポイント
受講料12,000円（120分×6回）
教材費1,300円～1,400円
※パソコンは火・木曜日、ワ ー ド は水・金曜日

パソコン（ビスタ）入門定
期 ワード（2007）入門
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●花井悠希　北の国から　
　さだまさし名曲集

　８月６日q 午後７時開演／
小ホール   全席自由／２,０00円
（友の会 １,８00円）／出演
：花井悠希（ヴァイオリン）、
林そよか（ピアノ）、 林はる
か（チェロ）／予定曲目：北
の国から、主人公、タイスの
 瞑 想曲ほか
めい

　今注目の期待のヴァイオリ

チケット発売中の自主事業

ニスト。さだまさしの名曲が
彼女の演奏でクラシックとし
てどう 豹 変するか。他に先駆

ひょう

けての東大和公演。
● ６０’ ｓ～７０’ ｓ同窓会コン 
　サート～青春のヒットソン
　 グス～

　８ 月２２日s 午 後 １ 時３０分開
演、午後５時開演（２回公
演）／大ホール　全席指定／
前売５,０00円（友の会 ４,５00 円）
 ／出演：三田明、三原綱木（ブ
ルーコメッツ）、加橋かつみ
（ザ・タイガース）、あべ静
江、麻丘めぐみ、真木ひでと、
加藤高道（狩人）、江木俊夫
（フォーリーブス）、チェリ
ッシュ

（
 

　「アートメンバーズ」を募集。
　年会費 ２,０00 円（入会月か
ら１年後の同月末まで）／特
典：チケット優先予約、チケ
ット会員割引等／入会申込書
はハミングホールで配布中。

 

●「Summer Time～光輝く季
　節に」
　７月２８日o正午開演／入場
無料／出演　岩下しのぶ、村
上大ほか／曲目　「タンゴの
歴史」から‘Bordel １９００’
（ピアソラ）ほか

 

　市民を対象とした施設利用
申込みの調整会議は、８月１
日s午後１時３０分から事務室
で行います。

ハミングホール《友の会》

ロビーコンサート

８月の施設利用の申込み
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�古紙含有率 70％再生紙を使用しています

STOP　THE　DRUG
～薬物乱用のない社会に～

　
　昨年、全国の警察が覚せい剤事犯で検挙した
人員は前年に比べ増加、大麻事犯でも過去最高
だったそうです。また、薬物常用者で殺人 ・ 強盗
等の凶悪犯で検挙された者は前年度より５.９％増、
暴行、傷害等の粗暴犯は２６％増となっており 、 乱
用死者数等も１１４.８％増と大幅に増加しています 。
　こうした麻薬の乱用撲滅には、警察・家庭・
学校・地域との連携が欠かせません。少年の非
行・薬物問題に取り組み、子どもたちと魂の語
らいを続けている「夜回り先生」こと水谷修氏
は、今の社会には大切な家庭におけるつながり、
自己肯定感を持てるあたたかい居場所が必要不
可欠であると数年前に市内で講演されました。
私は、心に傷を負った子どもたちを思う情熱に
感銘し、麻薬撲滅運動のメンバー（東京都薬物乱
用防止推進東大和地区協議会）として、より積極
的に携わるようになりました。そして、多くの人
に薬物の正しい知識・危険性を知らせることが、
麻薬に手を出さない・踏みとどまらせるきっか
けになること、また、そうしたいのちを守ること
につながる草の根運動の大切さを感じました。
　今年の夏、第４回目になる薬物乱用防止イベ
ント「ストップ・ザ・ドラッグ２０１０ストリート
ダンシング in 東大和」（入場無料）が８月1日
s 午前１１時からハミングホールで行われます。
このイベントは、小中高生に限らず薬物乱用の
危険性を一人でも多くの人に周知してもらうこ
とを目的に若者が主体となって企画されていて、
若者の間で流行している「レイブ」と呼ばれる
野外音楽パーティーや「クラブ」に近い雰囲気
になっています。昨年は麻薬・覚せい剤乱用防
止運動都民大会で、地域の先駆的な取り組みと
して東京都庁で一部が実演されました。
　この夏、イベントに参加し、家族や友人と心の
絆を深めながら薬物について立ち止って考えて
みませんか。（平成２２年度市民記者　黒澤美香）
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　図書館の新着資料をご紹介します。
〈一般書〉
�イスラーム巡礼のすべて　水谷周 著
�代数系と符号理論　 植松友彦 著
�いのちの選択 ─ 今、考えたい脳死・
　臓器移植─　 小松美彦ほか 編
�追悼「広告」の時代　 佐野山寛太 著
�英米絵本作家７人のインタビュー
　マーカス，レナード・Ｓ 著
�越後えびかずら維新　 小関智弘 著
〈児童書〉
�石のきもち　 村上康成 作
�いのちをつないで　─ぼくは１８トリソ
　ミー─　 わたなべえいこ 絵・文
�あなたの知らないカビのはなし　粕谷
　亮美 文・編
�１００円からできる国際協力　全３巻　 
　１００円からできる国際協力編集委員会 編
電話やホームページで予約できます。
お問合せは中央図書館　�５６４-２４５４まで。

■
国
民
年
金
は　

歳
以
降
で
も

６０

加
入
で
き
ま
す

　

日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
は
、

２０

６０

被
用
者
年
金
制
度
の
被
保
険
者
、

ま
た
は
老
齢
（
退
職
）
年
金
を

受
給
さ
れ
る
方
を
除
い
て
、
国

民
年
金
の
被
保
険
者
に
な
り
、

保
険
料
を
納
付
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
、　

歳
か
ら
老

６５

齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
年
金
受
給
権

は　

年
以
上
の
保
険
料
納
付
・

２５
免
除
、
ま
た
は
合
算
対
象
（
カ

ラ
）
期
間
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
の
納
付
・
免
除

期
間
に
よ
っ
て
受
給
す
る
年
金

額
が
異
な
り
ま
す
。

　

年
金
受
給
権
を
満
た
し
て
い

な
い
方
、
ま
た
は
未
納
期
間
や

未
加
入
期
間
が
あ
り
、
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
は
、　

歳
以

６０

降
の
申
し
出
を
さ
れ
た
月
か
ら

　

歳
到
達
月
の
前
月
ま
で
高
齢

６５任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
昭
和　

年
４
月
１
日

４０

以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、　

歳
６５

に
な
っ
て
も
年
金
受
給
権
を
満

た
し
て
な
い
方
は
、　

歳
到
達

７０

月
の
前
月
ま
で
の
期
間
で
年
金

受
給
権
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

る
場
合
は
、
特
例
高
齢
任
意
加

入
に
よ
り
加
入
期
間
を
延
長
で

き
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払

は
便
利
な
口
座
振
替
で

　

保
険
料
の
お
支
払
い
は
納
め

忘
れ
が
な
く
確
実
な
「
口
座
振

替
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。
前
納

や
当
月
引
き
落
と
し
の
場
合
に
、

保
険
料
が
割
り
引
か
れ
ま
す
。

手
続
き
は
、
金
融
機
関
へ
国
民

年
金
保
険
料
納
付
書
、
預
金
通

帳
、
預
金
通
帳
届
出
印
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

■
年
金
事
務
所
職
員
を
名
乗
る

詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

年
金
事
務
所
職
員
を
装
い
、

ご
自
宅
を
訪
問
し
、「
年
金
の

手
続
き
が
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ご
本
人
に
代
わ
っ
て
手
続
き
を

す
る
の
で
、
手
数
料
を
支
払
っ

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
言
っ
て
、

そ
の
場
で
現
金
を
請
求
す
る
よ

う
な
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
年
金
事
務
所
職
員
が
ご
自

宅
を
訪
問
し
、
年
金
手
続
き
の

手
数
料
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
年
金
事
務
所
の
職

員
を
名
乗
っ
た
訪
問
や
電
話
で

不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

そ
の
場
で
対
応
す
る
こ
と
な
く
、

年
金
事
務
所
へ
確
認
す
る
な
ど

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

な
お
、
年
金
事
務
所
の
職
員

が
訪
問
す
る
際
は
、
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
年
金
相
談
は
「
年
金
ダ
イ
ヤ

ル
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号　

０
５
７
０　

１

１
６
５
（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

か
ら
は
、
�　

―
６
７
０
０
―

０３

１
１
６
５
）

▽
受
付
時
間　

月
〜
金
曜
日 

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

３０

１５

分
（
月
曜
日
は
７
時
ま
で
）
／

第
２
土
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―
０
３
５
２
ま
た
は

５２３

東
大
和
市
役
所
保
険
年
金
課
・

内
線
１
０
２
５
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

ハミングホール 
東大和市民会館 

受付時間：午前9時～午後7時 
590-4411

申込対象月施設名
平成２３年８月大・小ホール
平成２３年２月その他の施設

���������������������������������������������　

仕
事
な
ど
で
昼
間
に
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め

に
、
休
日
並
び
に
夜
間
の
臨
時

収
納
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
ま

た
、
土
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

の
午
前
８
時　

分
か
ら
正
午
に

３０

も
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
税
・
国
民
健
康
保

険
税
の
納
付
方
法
に
は
、
簡
単

で
便
利
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま

す
。
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
納

税
課
窓
口
（
市
役
所
１
階
）
及

び
市
内
の
金
融
機
関
に
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
／

納
税
課
・
内
線
１
０
４
３
ま
で
。

開　

設　

日

7
月 　

日 　
28

（水）

7
月 　

日 　
29

（木）

7
月 　

日 　
30

（金）

時　
　
　

間

午
後
5
時　

分
30

～
午
後
7
時

場　
　
　

所

納　

税　

課

（
市
役
所
1
階
）

開　

設　

日

7
月 　

日 　
25

（日）

時　
　
　

間

午
前
9
時

～
午
後
4
時

場　
　
　

所

納　

税　

課

（
市
役
所
1
階
）

〈
休
日
の
臨
時
収
納
窓
口
〉

〈
夜
間
の
臨
時
収
納
窓
口
〉

臨
時
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・ 

　
　
国
民
健
康
保
険
税 

０５

《今月の納期》 
　納期限　8月2日（月） 

 

お問合わせは、高齢介護課・内線 1173 まで 

お問合わせは、保険年金課・内線 1026 まで 

・固定資産税・都市計画税　　第2期  
・国民健康保険税　　　　　　第1期  
・介護保険料　　　　　　　　第1期 

・後期高齢者医療保険料　　　第1期 

ハミングホールに忘れ物はありませんか 平成21年度中の忘れ物の保管期限は7月31日（土）です。お心当たりの
ある方はご連絡ください／ハミングホール � 590 － 4411まで
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